
小清水町防災拠点型複合庁舎建設基本設計説明書

フェーズフリー計画 1/4

17

■フェーズフリーの概念に基づく庁舎の実現

■小清水町の中心市街地における災害の体系化

■災害時インフラ対応表

■基本方針と基本設計コンセプトの対応関係

危機

Hazard

⑴防災拠点にふさわしい、安全安心な庁舎

⑵だれもが利用しやすい庁舎

⑶環境にやさしく、周辺環境と調和した庁舎

⑷機能性・経済性・柔軟性を有した庁舎

⑸にぎわいのある空間の創出

⑹日常時も非日常時も連続的に価値を有した庁舎

基本計画 基本設計

歩いてまわれるまちづくりの結節点

【象徴性】／【回遊性】／【公開性】

まちとつながるコンパクトな複合庁舎

【場所性】／【複合性】／【冗長性】

町民が集まるいつもの居場所

【利便性】／【快適性】／【日常性】

脆弱性

Vulnerability

歩いてまわれる
まちづくりの結節点

まちとつながる

コンパクトな複合庁舎

町民が集まる

いつもの居場所

電気

飲料水
シャワー・ランドリー
トイレ（雑用水）

非常用発電機（軽油）

非常用発電機（軽油）

太陽光発電（蓄電池）
※電灯分のみ

ペットボトル
簡易受水槽
雑用水槽（ﾋﾟｯﾄ利用）
汚水槽・ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚトイレ（汚水排水）

給湯（給湯室）
給湯（ﾗﾝﾄﾞﾘ ・ーｼｬﾜｰ）

電力会社 /太陽光発電
電力会社 /EHP

町上水道
簡易受水槽
町下水道

一般諸室冷暖冷房

LP ガス /GHP

LP ガス
電力会社

LP ガス /GHP

LP ガス

災害対策室暖冷房
温泉熱床暖房 にぎわい・大空間暖房

インフラ 災害時平常時

Vulnerability Vulnerability Vulnerability

脆弱性 脆弱性 脆弱性

河川に囲まれている 浸水 浸水想定区域に近い

河川に囲まれている 物資不足 不十分な備え

高低差のある敷地 斜面下の埋没 外構の不整備

自然物 木々が近隣に多くある
人工物 強度の弱い建物

暗さ

通信障害

寒さ 不十分な熱源システム
建物が寄せ集まっている市街地 一酸化炭素中毒･火傷等 災害の備えが不十分

暗さ

通信障害

寒さ 不十分な熱源システム
大雪・暴風雪 降雪地域に位置 除雪が不十分 物資不足 不十分な備え

河川に囲まれている 浸水 浸水想定区域に近い
河川に囲まれている 物資不足 不十分な備え

高低差のある敷地 斜面下の埋没 外構の不整備

高波・高潮 - - - - -
安否確認 安否状況が分からない 安否状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑
被災状況の確認 被災状況が分からない 被災状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

避難所の場所が分からない 災害の意識が低い

避難の準備不足
安否確認の手段がない

段差や障害物等が点在

孤立化 初対面の人との避難生活

プライバシーの侵害 一人になりづらい環境
建物の損傷 軟弱な耐震性能

落下物・転倒 不十分な備え付け

物資不足 不十分な備え
水道管の不備 断水 不十分な備え

火災 揺れやすい 建物が寄せ集まっている市街地 一酸化炭素中毒･火傷等 災害の備えが不十分
津波 - - - - -

安否確認 安否状況が分からない 安否状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

被災状況の確認 被災状況が分からない 被災状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

避難所の場所が分からない 災害の意識が低い
避難の準備不足
安否確認の手段がない

段差や障害物等が点在

孤立化 初対面の人との避難生活

プライバシーの侵害 一人になりづらい環境
遮るものがない 物資不足 不十分な備え

暗さ

通信障害

寒さ 不十分な熱源システム
溶岩 - - - - -

有毒ガス - - - - -

泥（土石）流 - - - - -

火砕流 - - - - -

地殻変動 - - - - -
海上災害 船舶の衝突、乗揚等 - - - - -
航空災害 航空機の墜落 火災 整備不良や事故等 建物が寄せ集まっている市街地 一酸化炭素中毒･火傷等 災害の備えが不十分

鉄道災害 列車の衝突 - - - - -

道路災害 車両の衝突 交通事故 見通しの良くない道路 カーブしている交差点 怪我・負傷等 災害の備えが不十分

危険物災害 危険物の爆発 火災 整備不良や事故等 建物が寄せ集まっている市街地 一酸化炭素中毒･火傷等 燃えやすい建築材料

大規模火災 火災 自然発火、事故等 建物が寄せ集まっている市街地 一酸化炭素中毒･火傷等 災害の備えが不十分
安否確認 安否状況が分からない 安否状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

被災状況の確認 被災状況が分からない 被災状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑
避難所の場所が分からない 災害の意識が低い

避難の準備不足

安否確認の手段がない

段差や障害物等が点在

孤立化 初対面の人との避難生活

プライバシーの侵害 一人になりづらい環境
林野火災 林野火災 - - - - -

不十分な衛生環境

換気のしづらい環境

怪我・負傷等
避難所まで遠い

避難所まで遠い

避難所まで遠い

怪我・負傷等

怪我・負傷等

洪水

交通障害

地面・道路の隆起

交通障害

-

避難行動

大勢の人が連絡を取り合う
大勢の人が確認

避難 避難が必要な地域

逃げ遅れ

心労 -

避難 避難が必要な地域
逃げ遅れ

心労 -

起因 現象/行動 災害

急傾斜地の崩壊

大雨 気候変動 交通障害

Hazard：危機 Disaster：災害

建物の損傷 損傷しやすい外装材

不十分な電気供給システム

現象 被害

-

出火・延焼被害

火山噴火

視界不良

-
-

避難行動

大勢の人が連絡を取り合う

大勢の人が確認

避難 避難が必要な地域
逃げ遅れ

心労

地震

-

人と車の接触

出火・延焼被害

出火・延焼被害
-

大勢の人が連絡を取り合う

大勢の人が確認

伝染病 感染力が高い 流行 他人との接触機会が多い 感染

地上にある送電線

交通障害

地盤が緩い

開けた場所が多い

停電

急傾斜地の崩壊

出火・延焼被害

気候変動

地上にある送電線
不十分な電気供給システム

火山が近隣地域に存在降灰（礫）降灰（礫） 不十分な電気供給システム
停電 地上にある送電線

-

地面の揺れ

水道管の破損

風水害

落雷
停電

洪水

竜巻・突風・暴風

飛来物

-

河川の出水 春の急速な気温上昇
降雪・融雪

標津断層帯の影響が及ぶおそれ地割れ/液状化

出火・延焼被害

-

-

-

台風等

雷

ウイルス病原体

避難行動
大規模火災

□フェーズフリーによる庁舎の実現

・これまでの「日常時の施設＋非常時の備え」で構築されてきた建物ではなく、「フェーズフリー＝日常時の価値が非常時の

価値に連続的につながる」を具現化した庁舎を目指します。

・新庁舎及びその周辺環境に日常から存在する可能性のある脆弱性を、フェーズフリーの発想のもと、日常の価値によって

改善し、結果として災害の発生を防ぎます。

□小清水町の中心市街地における災害

・『小清水町地域防災計画』及び『防災ハザードマップ』に基づき、新庁舎において発生する可能性のある災害を整理し、フェ

ーズフリーによる庁舎建設によって回避すべき災害の対象を明確化します。

＊災害対応設備の基本スペック

・防災拠点型複合庁舎として、電力途絶時でも主たる機能を72時間稼働できる仕様とします。

・一時避難所として、最大24時間滞在できる暖冷房、電気の供給、簡易な飲食の提供を可能とします。

□基本計画との整合性

・基本計画の理念に基づき、新庁舎は単に役場庁舎としての機能だけでなく、「にぎわいを創出する空間」のある中心拠点と

して整備することで、“いつも”のことが“もしも”の時に役立ち、価値あるものにするフェーズフリーの概念を取り入れます。

・基本計画における6つの基本方針を踏まえ、基本設計のコンセプトに対応する9つのキーワードをまとめます。
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■新庁舎のフェーズフリー概念図

『時間に伴って変化する災害の状況に対して空間的かつ重層的にアプローチする』

快

公

冗

場複
回

利

象

日日
日常

空間：space

時間：time

建物：building

まち：city

03
被害評価

01
災害予知

05
復旧復興

02
災害発生

04
災害対応

01　災害予知

02　災害発生

03　被害評価

04　災害対応

05　復旧復興

平常時

□基本設計におけるフェーズフリー

・災害の察知から復旧復興まで、災害の発生に伴い直面する各段階（DLC：ディザスタ・ライフ・サイクル）に対応した機能を整備します。

・以下に、各段階において主に対応するキーワードを取り上げ、計画の全体像を示します。

【快適性】　明るく開放的なじゃがいもストリートが、日々の天候の移り変わりなど外部環境の変化を敏感に察知するアラートとして機能します。　

【日常性】　町民が日ごろから集まるにぎわいゾーンが庁舎ゾーンと隣り合うことで、町民同士の情報共有や行政情報が円滑に伝達します。　

【公開性】　国道側に面し四周に十分なゆとりを確保した開かれた建物配置とすることで、突発的な災害に柔軟に対応します。

【冗長性】　高耐久性の外装材や設備機器の集約化により、日ごろのメンテナンスを軽減するとともに、災害発生時の人的、物的被害を最小化します。　

【場所性】　自然豊かな景観を眺望できる2階に大きな開口部を設けることで、災害時には中心市街地の被災状況の早期把握が可能となります。

【複合性】　見通しが良くわかりやすいゾーニングにより、建物内の被害状況の早期把握と災害対応への準備を円滑に行うことができます。　

【回遊性】　敷地の高低差を活かして複数の出入口を設けることで、歩行者にとって安全なアプローチを確保し、円滑な救援活動を容易にします。　

【利便性】　町民のためのスペースをワンフロアに集約することで、町民にとってわかりやすいバリアフリーな避難所となります。　

【象徴性】　まちの記憶や風景をモニュメントとして積極的に取り入れ、町民が誇りをもてる庁舎となることで、長引く復旧復興時の心の支えとなります。　

【日常性】　食事や洗濯など日常利用しているカフェやランドリーが、災害時でも変わらず利用することができます。　

↓
↓

↓
↓

↓
↓

↓
↓

↓
↓
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